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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 39,025 ― 855 ― 993 ― 552 ―
20年3月期第3四半期 43,044 0.5 1,648 △7.0 1,790 △6.8 1,087 △1.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 46.16 ―
20年3月期第3四半期 90.16 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 23,075 12,717 55.1 1,082.17
20年3月期 28,049 12,930 46.1 1,071.54

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  12,717百万円 20年3月期  12,930百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 12.50 ― 12.50 25.00
21年3月期 ― 12.50 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 12.50 25.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 49,564 △17.0 808 △66.0 973 △61.5 422 △72.0 35.49

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成20年７月30日に公表いたしました通期の連結業績予想は、本資料において修正しております。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
業績予想の前提となる仮定・業績予想のご利用に当たっての注意事項等、及び上記１に係る業績予想の具体的修正内容は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連
結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
３．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  12,067,120株 20年3月期  12,067,120株
② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  315,600株 20年3月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  11,968,640株 20年3月期第3四半期  12,067,120株



 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国金融危機を起因とした世界的な景気後退が自動車、電気な

ど外需依存度の高い国内業種に大きく波及し、加えて円高・株安が企業業績を圧迫するとともに雇用環境が悪化する

など、急速に後退局面をむかえることとなりました。 

 こうした中、当社グループは業種別営業を展開するとともにエンジニアリング力を活かし、「商社機能を持ったＦ

Ａエンジニアリング企業」を事業コンセプトに営業活動に取り組んでまいりましたが、自動車関連業種においては世

界的な需要減退から大きな生産調整が行われ、設備投資の延期・先送りなど収益改善への取り組みも一層厳しさを増

し、景況は日々悪化する傾向となりました。 

 また、セラミック、半導体、機械関連においても依然設備投資の抑制が続くなど全体としても厳しい環境が続いて

おり、この状況を乗り切るために経費の削減にも注力してまいりました。  

 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は390億25百万円、経常利益は９億93百万円、四半期純利益は５億

52百万円となりました。 

定性的情報・財務諸表等 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて49億74百万円減少し、230億75百万円となり

ました。主な要因は、流動資産が46億61百万円減少したことによるものであります。  

 流動資産につきましては、営業債権が38億円減少となったこと及び棚卸資産が５億64百万円減少となったことを主

因に前連結会計年度末に比べて46億61百万円減少し、192億42百万円となりました。 

 流動負債は、営業債務の減少が36億76百万円、短期借入金の減少が５億50百万円及び未払法人税等の減少が４億17

百万円あったことを主因に前連結会計年度末に比べて46億82百万円減少し、99億60百万円となりました。流動比率は

前連結会計年度末より30.0ポイント上昇し193.2％となりました。 

 純資産額は、前連結会計年度末に比べて２億13百万円減少し、127億17百万円となりました。１株当たり純資産額

は1,082円17銭となり、また、自己資本比率は前連結会計年度末の46.1％から55.1％になりました。 

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ１

億32百万円減少し、12億31百万円となりました。 

 当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は11億47百万円となりました。これは、税金等調整前四半期純利益９億63百万円、減

価償却費１億43百万円、売上債権の減少額37億45百万円及びたな卸資産の減少額５億43百万円があったこと等による

資金増と、仕入債務の減少額36億24百万円及び法人税等の支払額８億16百万円があったこと等による資金減によるも

のであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は１億66百万円となりました。これは、関係会社貸付金の回収による収入２億18百万

円があったものの、有形固定資産の取得による支出59百万円、関係会社に対する貸付による支出２億30百万円及び関

係会社株式の取得による支出50百万円があったこと等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は９億97百万円となりました。これは、短期借入金の純減少額５億50百万円、自己株

式の取得による支出１億49百万円及び配当金の支払額２億97百万円があったことによるものであります。 



 最近の業績の動向を踏まえ、平成20年７月30日に公表いたしました平成21年３月期の通期連結業績予想について、

下記のとおり修正いたしました。  

（通期）  

  （修正の理由） 

世界的な金融危機に伴う急激な景気後退により、当社グループの主要得意先である自動車、電気・電子・半導体、

工作機械業界などの製造業各社は、特に10月以降、設備投資の中止・延期及び想定をはるかに上回る生産調整を実施

しており、当社を取り巻く市場は急速に縮小しております。 

こうした市場環境の悪化により、売上高につきましては、当社主力の制御機器、計測機器などコンポ、システム両

面での需要が大幅に減少することが予想され、もともと売上ボリュームの大きい第３、第４四半期においても引き続

き厳しい状況が続く見込みです。 

また、利益につきましても、全社総力を挙げて経費削減に取り組んでおりますが、取引先のコストダウン要請に加

え、急激な売上減少による大幅な減益は避けられない状況です。 

このような状況を踏まえ、平成20年７月30日に発表した通期の売上高および利益計画の達成が困難であると判断

し、連結業績予想を修正いたします。  

 該当事項はありません。 

  

３．連結業績予想に関する定性的情報 

   売上高  営業利益  経常利益  当期純利益 
 １株当たり 

 当期純利益  

 前回発表予想（Ａ） 
百万円 

 57,548 

百万円 

 1,552 

百万円 

 1,788 

百万円 

 1,032 

円  銭 

 85    67 

 今回修正予想（Ｂ）  49,564   808   973   422   35    49 

 増減額（Ｂ-Ａ）  △7,984   △744   △814   △609   － 

 増減率（％）  △13.9   △48.0  △45.6   △59.1   － 

 前期実績  59,717   2,376   2,529   1,512   125    35 

４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

１．簡便な会計処理 

① 棚卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚

卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。 

② 経過勘定項目の算定方法 

 合理的な算定方法による概算額で計上しております。 

③ 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。 

２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 



（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

１．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務

諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

２．棚卸資産の評価基準及び評価方法 

 通常の販売目的で保有する棚卸資産については、従来、主として移動平均法による原価法によっておりまし

たが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７

月５日）が適用されたことに伴い、主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低

下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。 

 これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ

18,564千円減少しております。 

３．「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」

（実務対応報告第18号 平成18年５月17日）を適用しております。 

 これによる損益に与える影響はありません。 



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,231,726 1,363,996

受取手形及び売掛金 15,586,313 19,387,121

商品 1,758,484 2,216,301

製品 3,756 12,076

原材料 44,269 65,343

仕掛品 140,315 217,604

その他 496,701 668,506

貸倒引当金 △18,921 △26,869

流動資産合計 19,242,645 23,904,080

固定資産   

有形固定資産 2,196,596 2,246,990

無形固定資産 111,805 156,558

投資その他の資産 1,524,028 1,742,139

固定資産合計 3,832,430 4,145,688

資産合計 23,075,076 28,049,768

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,650,305 12,327,215

短期借入金 － 550,000

未払法人税等 149,158 566,209

賞与引当金 158,085 344,000

その他 1,003,162 855,518

流動負債合計 9,960,710 14,642,942

固定負債   

長期借入金 300,000 300,000

役員退職慰労引当金 97,200 97,900

その他 － 78,530

固定負債合計 397,200 476,430

負債合計 10,357,910 15,119,373



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,311,778 1,311,778

資本剰余金 1,371,950 1,371,950

利益剰余金 10,287,570 10,035,636

自己株式 △149,551 －

株主資本合計 12,821,747 12,719,364

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △567 176,200

為替換算調整勘定 △104,013 34,830

評価・換算差額等合計 △104,581 211,030

純資産合計 12,717,165 12,930,395

負債純資産合計 23,075,076 28,049,768



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 39,025,393

売上原価 33,974,769

売上総利益 5,050,623

販売費及び一般管理費 4,194,983

営業利益 855,639

営業外収益  

受取利息 21,418

受取配当金 31,870

仕入割引 158,035

その他 30,428

営業外収益合計 241,752

営業外費用  

支払利息 20,506

売上割引 43,286

為替差損 32,280

その他 7,630

営業外費用合計 103,703

経常利益 993,689

特別利益  

固定資産売却益 227

貸倒引当金戻入額 7,608

その他 1,063

特別利益合計 8,898

特別損失  

固定資産売却損 32

投資有価証券評価損 34,976

その他 3,847

特別損失合計 38,856

税金等調整前四半期純利益 963,731

法人税等 411,313

四半期純利益 552,417



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 963,731

減価償却費 143,928

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7,608

受取利息及び受取配当金 △53,288

支払利息 20,506

投資有価証券評価損益（△は益） 34,976

売上債権の増減額（△は増加） 3,745,973

たな卸資産の増減額（△は増加） 543,259

仕入債務の増減額（△は減少） △3,624,164

賞与引当金の増減額（△は減少） △185,915

前渡金の増減額（△は増加） 27,535

前払年金費用の増減額（△は増加） △23,427

未収入金の増減額（△は増加） 162,978

差入保証金の増減額（△は増加） 29,460

その他 152,905

小計 1,930,850

利息及び配当金の受取額 53,855

利息の支払額 △20,506

法人税等の支払額 △816,777

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,147,422

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △59,667

ゴルフ会員権の取得による支出 △30,000

関係会社貸付けによる支出 △230,000

関係会社貸付金の回収による収入 218,000

関係会社株式の取得による支出 △50,045

その他 △14,493

投資活動によるキャッシュ・フロー △166,207

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △550,000

自己株式の取得による支出 △149,551

配当金の支払額 △297,906

財務活動によるキャッシュ・フロー △997,457

現金及び現金同等物に係る換算差額 △116,027

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △132,270

現金及び現金同等物の期首残高 1,363,996

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,231,726



 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 当社グループは、主として電気機器・計測器及び電気設備並びに自動・省力化用機能部品とその設備の販売を

営んでおり、事業区分としては単一セグメントであるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しており

ます。  

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記載を省略

しております。  

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記 

（５）セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

〔所在地別セグメント情報〕 

〔海外売上高〕 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 当社は、平成20年５月13日及び平成20年10月30日開催の取締役会における自己株式（普通株式）の取得決議に

基づき、自己株式315,600株を取得いたしました。この結果、当第３四半期連結会計期間末において、自己株式

が149,551千円となっております。 



「参考資料」 

 前年同四半期に係る財務諸表等 

（要約）四半期連結損益計算書 

前第３四半期連結累計期間（平成19年４月１日～12月31日） 

科目 

前年同四半期 

（平成20年３月期 

第３四半期） 

金額（千円） 

Ⅰ 売上高  43,044,126

Ⅱ 売上原価  37,123,190

売上総利益  5,920,936

Ⅲ 販売費及び一般管理費  4,272,689

営業利益  1,648,247

Ⅳ 営業外収益  245,179

受取利息  25,596

受取配当金  21,571

仕入割引  172,447

その他  25,563

Ⅴ 営業外費用  102,574

支払利息  34,133

売上割引  46,011

その他  22,429

経常利益  1,790,852

Ⅵ 特別利益  41,829

固定資産売却益  1,406

投資有価証券売却益  18,090

役員保険解約益  10,438

貸倒引当金戻入額  11,811

その他  83

Ⅶ 特別損失  1,314

固定資産除却損  964

ゴルフ会員権評価損  350

税金等調整前四半期純利益  1,831,367

税金費用  743,371

四半期純利益  1,087,995


	明治電機工業㈱（3388）平成21年3月期　第3四半期決算短信: 明治電機工業㈱（3388）平成21年3月期　第3四半期決算短信
	- 1 -: - 1 -
	- 2 -: - 2 -
	- 3 -: - 3 -
	- 4 -: - 4 -
	- 5 -: - 5 -
	- 6 -: - 6 -
	- 7 -: - 7 -
	- 8 -: - 8 -
	- 9 -: - 9 -
	- 10 -: - 10 -


